
りよだ

都
立
高
校
の施

設
開
放
を
進
め
る

小
金
井
雑
学
大
学
の
開
校
は
、
教
室

と
な
る
場
所
が
決
ま
っ
た
こ
と
で
、
実

現
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
場
所
を
提
供
し
て
く
れ

た
の
が
、
都
立
小
金
井
工
業
高
校
で

す
。
小
金
井
市
内
の
中
間
地
点
に
あ
り

ま
す
。

平成 10年 12月20日発行第 4号

助

現
在
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

が
、
正
面
玄
関
を
は
い
っ
て
す
ぐ
右
手

に
あ
る
会
議
室
で
す
。
七

0
1八
O
名

は
ゆ
っ
く
り
座
れ
ま
す
し
、
椅
子
を
補

助
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
百
人
以
上
の
方

が
講
義
を
聴
く
ご
と
が
で
き
ま
す
。

施
設
使
用
第
一
号

東
京
都
は
都
の
施
設
で
あ
る
高
校

を
、
地
域
の
利
用
の
た
め
に
開
放
し
て

い
ご
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

グ
ラ
ン
ド
な
ど
は
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
教
室

等
の
開
放
は
そ
の
管
理
な
ど
問
題
も
あ

り
、
な
か
な
か
開
放
が
進
み
ま
せ
ん
で

し
た
。
現
在
、
都
内
各
地
で
開
放
の
試

み
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
小
金
井

王
業
高
校
で
は
小
金
井
雑
学
大
学
が
第

一
号
に
な
り
ま
す
。

近
年
学
校
は
、
地
域
と
の
接
点
も
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
を
よ
く

知
る
た
め
に
も
学
校
の
開
放
は
意
義
あ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
学
校
行
事
の
妨

げ
に
な
ら
な
い
範
囲
で
、
で
き
る
だ
げ

地
域
の
人
々
の
利
用
へ
の
開
放
を
望
み

た
い
と
ご
ろ
で
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
小
金
井
雑

学
大
学
の
試
み
も
こ
れ
か
ら
の
施
設
開

放
の
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
わ
け
で
、
先
に

続
く
ご
と
を
願
い
な
が
ら
、
着
実
に
実

績
を
積
み
重
ね
て
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。



第
十
三
回
講
義

『
フ
ラ
ン
ス
革
命
と

マ
リ
l
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
』

十
月
四
日

教
授

兵
頭
信
彦
氏

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家

の
娘
と
し
て
父
フ
ラ
ン
ツ

一
世
、
母
マ

リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
間
に
生
ま
れ
た
マ

リ
l

・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
プ
ル
ボ
ン
家
と
手
を
結
ぼ
う
と
す

る
政
府
の
意
向
で
、
一
七
七

O
年
仏
の

王
太
子
ル
イ
と
結
婚
。
彼
女
は
十
四
才

ル
イ
は
十
六
才
。
当
初
は
彼
女
に
対
す

る
仏
国
民
の
人
気
は
抜
群
。
彼
女
は
そ

の
人
気
に
有
頂
天
と
な
る
。
母
親
マ
リ

ア
・
テ
レ
ジ
ア
は
、
そ
れ
が
心
配
で
し

ば
し
ば
忠
告
の
手
紙
を
よ
と
す
。

一
七

七
四
年
ル
イ
十
五
世
の
死
で
、
夫
は
十

六
世
と
な
り
、
彼
女
は
仏
王
妃
と
な

る
。
し
か
し
、
浪
費
癖
が
あ
り
華
美
な

生
活
に
明
け
暮
れ
る
彼
女
は
し
だ
い
に

パ
リ
市
民
の
悪
評
の
標
的
と
な
る
。

八
九
年
フ
ラ
ン
ス
革
命
勃
発
は
彼
女

の
立
場
を
一
変
。
王
室
の
不
安
を

一
身

に
引
き
受
け
た
彼
女
は
、
事
も
あ
ろ
う

に
一
家
の
国
外
逃
亡
を
図
っ
た
が
、
ヴ

ァ
レ
ン
ヌ
で
捕
ま
り
失
敗
。
以
後
国
民

の
精
疑
は
深
ま
る
ば
か
り
。
九
二
年
四

月
、
対
外
戦
争
始
ま
り
時
局
急
変
。
激

昂
し
た
民
衆
は
九
二
年
八
月
十
日
王
室

一
家
の
住
む
チ
ュ
イ
ル
リ
l
宮
殿
を
襲

撃
、
ご
の
日
王
権
は
停
止
さ
れ
る
。
以

後
革
命
は
過
激
の

一
途
を
た
ど
り
、

一

家
は
タ
ン
プ
ル
塔
幽
問
、
国
王
の
処
刑

が
続
き
、
彼
女
に
も
運
命
の
終
駕
が
お

と
ず
れ
る
。

九
三
年
十
月
、
彼
女
へ
の
裁
判
が
始

ま
り
、
反
革
命
・
国
費
の
浪
費
・
外
国

と
の
通
謀
な
ど
の
罪
で
、
判
決
は
死

刑
。
十
月
十
六
日
十
二
時
十
五
分
ギ
ロ

チ
ン
で
断
首
。
享
年
三
十
七
才
。
遺
体

は
マ
ド
レ
l
ヌ
墓
地
に
放
置
さ
れ
た

が
、
十
九
世
紀
王
政
復
古
期
に
、
夫
ル

イ
の
遺
体
と
共
に
歴
代
仏
王
家
の
墓
地

の
あ
る
サ
ン
・
ド
ニ
に
埋
葬
。

彼
女
が
時
代
の
動
向
を
正
し
く
洞
察

す
る
聡
明
さ
を
持
ち
、
あ
る
べ
き
仏
王

妃
と
し
て
、
ま
た
国
母
と
し
て
、
の
自

覚
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
フ
ラ
ン
ス
革
命

の
在
り
方
も
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
多
く

の
犠
牲
を
払
っ
た
革
命
で
は
あ
っ
た

が
、
歴
史
は
、
彼
女
の
在
り
方
を
超
え

た
と
こ
ろ
で
新
し
い
価
値
を
、
す
な
わ

ち
新
し
い
時
代
を
生
み
出
し
た
こ
と
を

見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
四
回
講
義
十
月
十
八
日

『
山
と
文
学
l
多
摩
・
秩
父
の

山
歩
き
と
不
思
議
物
語
』

教
授

竹
村
鎮
郎
氏

山
は
中
高
年
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
た

と
言
わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
中
高
年

な
れ
ば
こ
そ
、
自
然
を
愛
で
山
頂
を
踏

む
喜
び
だ
け
で
な
く
、
山
に
ま
つ
わ
る

歴
史
、
文
学
、
詩
歌
な
ど
を
想
い
な
が

ら
の
山
行
は
、

一
層
心
な
ご
む
き
わ
や

か
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

日
和
田
山
。
低
山
で
す
が
約
千
三
百

年
前
、
こ
の
地
に

一
大
高
麗
王
国
が
出

現
し
た
シ
ン
ボ
ル
の
山
で
あ
る
事
を
考

え
る
と
、
と
て
も
愛
着
を
覚
え
ま
す
。

高
山
不
動
尊
。
静
寂
の
中
に
ひ
そ
や

か
に
建
つ
大
伽
藍
が
、
か
つ
て
関
東
三

大
不
動
尊
の
一
つ
と
言
わ
れ
た
と
は
、

ま
さ
に
時
代
の
変
選
を
感
じ
ま
す
。

両
神
山
。
深
田
久
弥
著
「
日
本
百
名

山
」
に
雲
取
山
と
共
に
選
ば
れ
て
い
る

南
関
東
の
数
少
な
い
名
山
で
、
頑
丈
な

岩
の
砦
の
よ
う
な
山
容
が
魅
力
で
す
。

浅
間
尾
根
。
よ
く
整
備
さ
れ
た
ハ
イ

キ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
思
っ
て
い
た
ご
の
尾

根
道
が
、
昔
の
生
活
古
道
で
あ
っ
た
と

は
驚
き
で
す
。
川
沿
い
よ
り
尾
根
歩
き

を
選
ん
だ
先
人
の
知
恵
の
確
か
さ
に
、

感
銘
し
ま
す
。

高
水
三
山
。
「
花
の
百
名
山
」
の
著

者
田
中
純
江
さ
ん
が
ご
の
山
を
ご
ょ
な

く
愛
さ
れ
登
山
グ
ル
ー
プ

「高
水
会
」

を
つ
く
っ
て
い
る
の
は
有
名
で
す
。
四

月
初
め
頃
、
一
ニ
山
の
一
つ
高
水
山
の
近

く
の
斜
面
で
春
の
名
花
か
た
く
り
の
群

生
が
見
ら
れ
ま
す
。

御
岳
山
。
登
山
者
と
神
社
参
詣
客
が

混
り
、
奥
多
摩
銀
座
と
も
言
え
る
賑
い

で
す
。
神
社
手
前
の
小
広
場
は
、
作
家

中
里
介
山
が
小
説
「
大
菩
薩
峠
」
で
奉

納
試
合
場
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
場
所
。

雲
取
山
。
東
京
都
最
高
峰
の
当
山
は

奥
秩
父
山
系
の
東
端
に
あ
た
り
、
晴
れ

た
日
に
は
新
宿
も
見
え
る
展
望
の
良

さ
、
二
年
前
か
ら
山
小
屋
の
ト
イ
レ
も

水
洗
に
な
り
ま
し
た
。

山
は
平
地
と
違
い
危
険
が
い

っ
ぱ
い

で
す
。
初
心
者
は
常
に
控
え
め
な
計
画

で
登
山
を
す
べ
き
で
す
。

私
が
直
接
聞
い
た
女
性
遭
難
者
の
場

合
、
初
め
て
の
登
山
で
十
一
月
下
旬
の

雨
の
日
に
い
き
な
り
大
岳
山
か
ら
御
前

山
へ
登
り
、
夜
七
時
過
ぎ
奥
多
摩
湖
へ

下
る
途
中
滑
落
し
て
大
け
が
を
し
な
が

ら
奇
跡
的
に
救
出
さ
れ
ま
し
た
。
山
を

恐
れ
敬
う
気
持
ち
で
接
す
れ
ば
山
も
こ

れ
に
応
え
て
く
れ
て
、
自
然
を
満
喫
す

る
楽
し
い
山
歩
き
が
で
き
ま
す
。



第
十
五
回
講
義
十
一
月
一
日

『
北
京
の
庶
民
生
活
』

教
授

吉
武
百
合
氏

十
五
年
中
国
語
の
通
訳
を
し
て
き

た
。
会
議
通
訳
の
仕
事
は
会
議
と
技
術

交
流
が
主
目
的
な
の
で
、
一
般
の
人
と

の
接
触
は
少
な
い
。
決
心
を
し
て
通
訳

を
一
時
休
業
、
中
国
の
生
活
を
味
わ
う

こ
と
に
し
た
。
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
紹
介
で
、
北
京
で
一
年
日
本
語
教

師
を
す
る
と
と
に
し
、
学
生
四
百
人
の

小
さ
な
大
学
を
選
ん
だ
。

大
学
関
係
者
の
宿
舎
は
広
い
キ
ャ
ン

パ
ス
の
一
角
に
あ
る
五
回
建
て
の
レ
ン

ガ
造
り
、
二
戸
は
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル

強
。
天
井
高
三
メ
ー
ト
ル
な
の
で
、
夏

冷
房
な
し
で
涼
し
く
、
冬
は
温
水
暖
房

で
、
築
二
十
年
以
上
な
の
に
快
適
だ
。

通
常
乙
ご
に
三
、
四
人
の
家
族
が
住

む
。
教
師
の
給
料
は
低
か
っ
た
が
、
編

物
や
料
理
等
で
節
約
し
て
い
た
。
北
京

人
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス
は
、
私
た

ち
と
同
じ
で
自
転
車
に
乗
る
若
者
は
ジ

ー
ン
ズ
に
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
を
、
娘
達
は

花
柄
や
黒
の
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
が
キ
マ
ッ

テ
い
た
。
老
人
や
田
舎
か
ら
の
青
年
は

人
民
服
の
人
も
い
た
。

中
国
人
が
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
の
は

熱
々
の
で
き
た
て
を
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な

が
ら
楽
し
く
食
事
を
す
る
か
ら
だ
。
食

材
は
安
く
て
新
鮮
で
豊
富
で
あ
る
。
特

に
北
京
は
平
地
な
の
で
、
朝
夕
の
自
転

車
を
通
勤
通
学
で
体
力
が
尽
く
し
、
内

戦
・
災
害
・
文
革
と
何
世
代
に
も
厳
し

い
歴
史
的
環
境
に
育
っ
た
中
国
人
は
、

精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
や
は
り
強

い
。
厳
し
い
気
候
風
土
、
生
活
や
交
通

の
不
便
さ
の
中
で
、
家
族
の
強
い
結
び

つ
き
、
厳
格
な
師
弟
関
係
、
祖
国
へ
の

愛
を
通
じ
て
、
実
質
的
に
助
け
合
い

「
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
友
人
」
の

近
所
つ
き
合
い
が
根
づ
い
て
い
る
。

一

昔
前
の
日
本
の
良
さ
=
人
の
ぬ
く
も

り
z

が
息
づ
い
て
い
た
。

学
生
は
良
く
勉
強
す
る
。
日
本
の
新

人
類
と
気
質
は
似
て
い
る
が
、
少
々
粘

り
強
く
た
く
ま
し
い
。

中
国
人
の
思
考
方
法
と
人
間
関
係
は

複
雑
だ
。

二
十
年
中
国
に
関
わ
り
と
寄

せ
て
い
て
も
ご
こ
に
住
み
始
め
た
頃

は
、
習
慣
の
相
違
等
で
小
さ
な
様
々
な

葛
藤
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
拝
金
主
義

・
官
僚
主
義
蔓
延
の
現
代
中
国
に
あ
っ

て
、
学
習
上
仕
事
上
得
た
有
力
コ
ネ
に

一
切
た
よ
ら
ず
、
あ
く
ま
で
一
人
の
日

本
人
女
性
と
し
て
通
し
た
北
京
の
一
年

は
、
ま
さ
に
十
年
の
学
習
に
値
す
る
ほ

ど
貴
重
で
あ
っ
た
。

第
十
六
回
講
義
十
一
月
十
五
日

『
お
ぱ
Q
、
お
そ
松
く
ん
の
誕
生
』

教
授

た
み
お
道
雄
氏

、~，

今
年
の
紫
綬
褒
章
を
「
お
そ
松
く
ん

」
の
作
者
赤
塚
不
二
夫
さ
ん
が
受
章
し

た。
「
お
そ
松
く
ん
」
が
出
る
二
年
前
、

小
学
館
は
初
め
て
の
子
供
向
け
週
刊
誌

「
少
年
サ
ン
デ
ー
」
を
発
行
し
た
が
、

売
れ
行
き
は
横
這
い
。
当
時
は
科
学
・

テ
レ
ビ
・
ニ
ュ
ー
ス
・
マ
ン
ガ
の
四
本

柱
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
総
合
雑
誌
的

雰
囲
気
で
パ
ン
チ
に
か
け
て
い
た
。
マ

ン
ガ
に
対
す
る
批
判
も
強
く
、
漫
画
排

撃
運
動
も
あ
っ
た
。

当
時
掲
載
中
の
横
山
光
輝
さ
ん
の
「

伊
賀
の
影
丸
」
が
四
週
間
休
む
ご
と
に

な
り
、
そ
の
穴
埋
め
に
採
用
し
た
の
が

赤
塚
不
二
夫
さ
ん
。
四
週
間
分
の
穴
埋

め
だ
っ
た
の
で
新
人
を
起
用
。
当
時
無

名
で
あ
っ
た
赤
塚
不
二
夫
さ
ん
に
相
談

し
た
ら
「
お
そ
松
く
ん
」
と
い
う
題

名
。
ま
ず
い
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で

-
抵
抗
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
届
け
ら
れ

た
第
一
回
目
の
原
稿
は
非
常
に
面
白

く
、
従
来
に
な
い
強
烈
な
笑
い
が
あ
っ

た
。
大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
二

i
三
百
四
も

続
い
た
。
そ
の
面
白
さ
の
秘
訣
は
登
場

す
る
大
人
が
、
子
供
以
上
に
子
供
っ
ぽ

く
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
あ
り
、
子
供
と
本

気
で
つ
き
あ
う
。

一
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
ま
た
「

伊
賀
の
影
丸
」
が
四
週
間
の
休
み
に
入

る
こ
と
に
な
り
、
今
度
も
ト
ラ
イ
の
チ

ャ
ン
ス
と
思
い
、
子
供
の
頃
見
た
夢
か

ら
、
す
ご
い
力
を
持
っ
た
も
の
が
自
分

の
た
め
だ
け
に
力
を
発
揮
す
る
主
人
公

を
考
え
つ
い
た
。
か
わ
い
い
宇
宙
人
の

「
お
ば
け
の
Q
太
郎
」
が
誕
生
。
藤
子

・
F
・
不
二
雄
さ
ん
が
担
当
し
大
ヒ
ッ

ト
。
そ
の
後
小
学
館
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
な
り
、
「
お
ば
Q
音
頭
」
も
出
て
、

「
お
ば
け
」
は
怖
い
も
の
で
な
く
、
か

わ
い
い
と
い
う
意
味
に
変
わ
っ
た
。

「
お
ば
Q
」
人
気
の
理
由
は
、
宇
宙

時
代
の
先
取
り
で
あ
る
。
子
供
は
次
の

時
代
を
本
能
的
に
キ
ャ
ッ
チ
し
た
の
で

し
ょ
う
。

(
付
)
藤
子
・

F
・
不
二
雄
さ
ん
は

不
朽
の
名
作
「
ド
ラ
え
も
ん
」
を
残
さ

れ
、
先
年
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
赤
塚

不
二
夫
さ
ん
に
は
「
ひ
み
つ
の
ア
ッ
コ

ち
ゃ
ん
」
な
ど
、
数
多
く
の
ヒ
ッ
ト
作

が
あ
り
ま
す
。
今
、
食
道
ガ
ン
を
病
ん

で
い
ら
れ
ま
す
が
、
「
仕
事
が
た
て
ご

ん
で
い
る
の
で
」
と
、
手
術
を
拒
否
さ

れ
て
い
ま
す
。
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アユ、貝類の生活史から考えるj1 2月20日「河川の生物と自然保護ーホタル、

西脇三郎氏(筑波大学医療技術短期大学名誉教授)

平成 11年

村山雅人氏 (園撃院大学教授)1月17日「世紀末ウィーン文化とユダヤ人J

田部井文雄氏(本学学長)「杜甫の魅力」(臨時講義)1月24日

(講義終了後、学生・受講生との交流会開催)

園来家己三氏(元産経新聞記者)7日「草食の思想一 日本人の特性を考える」2月

野中冨雄氏(日本家系図学会理事)2月21日「苗字からルーツ・先祖を探る j

7日 i(仮)金融ビッグバンについてj3月

野瀬四郎氏(元NHKアナウンサ ー)3月21日「マイクとともに半世紀」

-教室は小金井工業高校会議室。時間は午後 2時-----4時です。

-スリッパをご持参下さい。

-参加費は無料。出席はいつでも自由です。ご都合に合わせてご参加下さい。

-前の講義の資料がほしい方は、残っている場合がありますから、申し出て下さい。

1周年記念講演のお知ら世

小金井雑学大学が開校して平成 11年春で 1年になります。

1周年の記念講演として、加藤三郎氏による環境問題を予定しています。

b b 

詳細は後Bお知らぜいたします。大勢のご参加をお待ちしております。

編
集
後
記

一
つ
の
道
を
ま
っ
す
ぐ
歩
い
て
い
る
人

の
話
は
、
聴
い
て
い
る
だ
け
で
も
充
分
楽

し
い
も
の
で
あ
る
。
豊
富
な
知
識
だ
け
で

な
く
、
ご
だ
わ
る
こ
と
の
情
熱
が
か
も
し

だ
す
雰
囲
気
が
聴
く
者
に
反
映
す
る
の
だ

ろ
う
。情

報
が
氾
濫
し
て
い
て
何
で
も
知
る
ご

と
が
で
き
る
よ
う
で
、
実
は
残
る
も
の
が

少
な
い
と
い
う
現
代
社
会
に
お
い
て
、
じ

っ
く
り
と
話
を
聞
く
と
と
の
楽
し
さ
を
実

感
す
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

聴
い
た
こ
と
を
自
分
な
り
に
考
え
る
の

も
ま
た
満
ち
足
り
た
時
間
で
あ
る
。

(
五
十
嵐
記
)

4月4日(臼)

発
行
責
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嵐
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市
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三
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